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東海〕震の発表迅速化期待
，

議

姫
醐
揮
ン

ン

拗
鞠

芽

講

れ
）
が
劉
達
す
る
数
秒
か
ら
数
十
秒
前
に
地
震
へ
の

警
戒
を
促
す
。

震
源
か
ら
近
く
、

揺
れ
が
大
き
い
場

所
ほ
ど
速
報
か
ら
主
要
動
ま
で
の
余
裕
時
間
が
短
く

な
る
特
徴
が
あ
る
。

主
要
動
の
到
達
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
も
あ
る
。

電
車
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
自

動
制
御
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
る
。

緊急地震 選報 に活用 され る
海底地震 計

気
象
庁
は
２４
日
、

本
県
が
対
策
に
取
り
組
む
東
海

。
東
南
海
地
震
想

定
震
源
域
の
海
底
に
新
設
し
た
地
震
計
の
デ
ー
タ
を
、

８
月
３
日
か

ら
緊
急
地
震
速
報
に
活
用
す
る
と
発
表
し
た
。

東
海
地
震
発
生
時
に
、

揺
れ
の
直
前
に
予
想
震
度
を
発
表
す
る
同
速
報
の
迅
速
化
が
期
待
さ

れ
る
。

金FT「猶予時間」伸びる
気
象
庁
に
よ
る
と
、

東
海

地
震
が
想
定
震
源
域
の
南
端

付
近
で
発
生
し
た
と
仮
定
し

た
場
合
の
計
算

（シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
）
で
、

従
来
に
比

べ
て
、

速
報
か
ら
大
き
な
揺

れ
が
起
こ
る
ま
で
の
猶
予
時

間
が
４

・
■
秒
伸
び
る
。

静

岡
市
で
は
従
来
の
１０
秒
前
後

が
・５
秒
前
後
に
、

浜
松
市
で

は
３
～
４
秒
前
後
が
７
～
８

秒
程
度
に
な
る
と
い
う
。

気
象
庁
は

「東
海
地
震
の

想
定
震
源
域
の
ど
こ
か
ら
地

震
が
発
生
す
る
か
で
猶
予
時

間
は
大
き
く
変
わ
る
。

あ
く

ま
で

『
南
端
』
と
仮
定
し
た

場
合
」
と
し
た
上
で
、

「安

全
を
確
保
す
る
時
間
が
わ
ず

か
で
も
伸
び
る
可
能
性
は
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

海
底
地
震
計
は
東
海

。
東

o海 底地震計 ●津波計

南
海
地
震
に
備
え
、

デ
ー
タ

蓄
積
な
ど
の
た
め
に
昨
年
１０

月
に
運
用
を
始
め
た
。

御
前

崎
か
ら
二
重
県

・
志
摩
半
島

沖
ま
で
の
長
さ
約
２
■
Ｏ
Ｆ

の
ケ
ー

ブ
ル
に
地
震
計
５
基

を
設
置
し
て
い
る
。

一
気
象
庁
は
、

マ
グ
ニ
チ

ュ

ー
ド

（Ｍｉ
）
を
推
定
す
る
計

算
式
が
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

過
小
評
価
し
（
速
報
が
遅
れ

る
傾
向
を
専
門
家
か
ら
指
摘

さ
れ
た
た
め
（
改
良
し
た
計

算
式
も
導
入
す
る
。

改
良
し
た
計
算
式
は
昨
年

７
月
の
岩
手
県
沿
岸
北
部
地

震

（Ｍ
６

・
８
）
で
シ
ミ

ュ

レ
ト
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

当

時
の
緊
急
地

地
震
波
検
知
か
ら
２０

“

は

「時
間
の

余
裕
が
生
ま
れ
一
速
報
の
精

度
も
上
が
る
鬼
同
じ
あ
る
こ

と
は
あ
り
が
た
い
知
ら
せ

だ
」
と
評
価
す
る
。

そ
の
上
で
、

「緊
急
地
震

す」御麟範敷韓体証”豹

き
る
か
―

が
重
要
。

さ
ま
ざ

ま
な
機
会
に
県
民
に
啓
発
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。


